
第７回 芹川川づくり会議 
 

 

平成１９年２月２５日（日） 
１３：３０～１６：００ 

ひこね市文化プラザ 
 

 

次    第 

 

１．開会 

２．知事ビデオメッセージ 

３．彦根市・多賀町挨拶 

４．講演 「7.13 新潟水害の犠牲者に学ぶ水防災」 

       京都大学防災研究所 林春男教授 

― 休憩 ― 

５．川づくり会議 

① 芹川川づくり会議の経緯について 

② 芹川の流域治水検討結果について 

③ 意見交換 

６．閉会 



 

 

滋賀県の取り組み（淡海の川づくり検討委員会・芹川部会／芹川川づくり会議／公開説明会などの開催経緯） 

■平成 13 年 5 月 13 日（日）午後 1時 30 分～ 

■多賀町中央公民館 2Ｆ大ホール 

■参加者：96 名（川づくり会議の参加者を募集した結果、86 名が参加を表明） 

第 1回芹川川づくり会議 

第 2回芹川川づくり会議 

第 3回芹川川づくり会議 

■平成 13 年 6 月 24 日（日）午後 1時 30 分～ 

■多賀町中央公民館 2Ｆ大ホール 

■内容：ワークショップ方式による意見・要望の交換、12 名の運営委員の選出 

■平成 13 年 7 月 15 日（日）午後 1時 30 分～ 

■芹川現場（彦根市役所） 

■内容：現地視察（上流のダム水没区域から、中流、下流の河川状況など） 

■平成 13 年 8 月 26 日（日）午後 1時～ 

■多賀町中央公民館 2Ｆ大ホール 

■内容：ワークショップ方式による意見・要望等としての整理や話し合い 

■平成 13 年 10 月 6 日（土）午後 1時 30 分～ 

■多賀町中央公民館 2Ｆ大ホール 

■内容：会議の意見整理としての「意見の樹」の確認、フォーラム形式によるダム問題についての集中討議 

■平成 14 年 1 月 19 日（土）午後 1時 30 分～ 

■多賀町中央公民館 2Ｆ大ホール 

■内容：フォーラム形式によるダム問題の集中討議 

第 2 回淡海の川づくり検討委員会・第 1 回芹川部会 

臨時会議の開催を決定  河床穴あきダムの構想 

部会報告を「川づくり会議」メンバーへ送付 

第 6 回芹川川づくり会議 

■平成 14 年 10 月 27 日（日）午後 2時 00 分～ 

■多賀町中央公民館 2Ｆ大ホール 

■内容：穴あきダムによる治水構想の説明 

■平成 14 年 11 月 30 日（土）午後 2時 00 分～ 

■多賀町総合福祉保健センター（ふれあいの郷）３Ｆ多目的運動室 

■参加者：67 名（穴あきダムによる治水構想の説明） 

第 5 回淡海の川づくり検討委員会・第 4 回芹川部会 

芹川河川整備計画の策定 

第 2回運営委員会（平成 13 年 7 月 1日（日）） 

第 3回運営委員会（平成 13 年 8 月 7日（火）） 

第 4回運営委員会（平成 13 年 9 月 25 日（火）） 

第 5回運営委員会（平成 13 年 10 月 11 日（火）） 

第 6回運営委員会（平成 13 年 12 月 5 日（水）） 

第 7回運営委員会（平成 13 年 12 月 17 日（月）） 

第 8回運営委員会（平成 14 年 2 月 14 日（木）） 

第 9回運営委員会（平成 14 年 3 月 20 日（水）） 

第 10 回運営委員会（平成 14 年 10 月 11 日（金）） 

第 1回運営委員会（平成 13 年 6 月 24 日（日）） 

第 11 回運営委員会（平成 15 年 2 月 14（金）） 

河床穴あきダムの検討 

芹川河川整備計画（案）公開説明会

芹川河川整備計画（案）公開説明会 

第 1 回淡海の川づくり検討委員会 

第 4回芹川川づくり会議 

第 3 回淡海の川づくり検討委員会・第 2 回芹川部会 

第 5回芹川川づくり会議 

第 4 回淡海の川づくり検討委員会・第 3 回芹川部会

地元協議会への説明 

■穴あきダムによる治水構想 

■治水方式および施設位置変更 

アンケート・川づくり会議参加者募集 

「芹川川づくり会議かわら版」vol.1 発行 

「芹川川づくり会議かわら版」vol.2 発行 

「芹川川づくり会議かわら版」vol.3 発行 

｢エコトピア｣(10/13)川づくり会議パネル出品 

「芹川川づくり会議かわら版」vol.4 発行 

「芹川川づくり会議かわら版」vol.5 発行 

「芹川川づくり会議かわら版」(号外)発行 

■平成 13 年３月 13 日（火） 

■委員会の設立 

■平成 13 年 5 月 18 日（金） 

■概要説明、現地見学 

■平成 13 年 10 月 18 日（木） 

■芹川川づくり会議の代表者 4名による「意見の樹」の報告 

■治水構想説明と議論、提案 

■平成 14 年 2 月 23 日（土） 

■芹川川づくり会議の代表者 3名による「芹川のダム建設について」の報告 

■穴あきダムの課題の抽出 

「芹川川づくり会議かわら版」(号外)発行 

■平成 15 年 2 月 27 日（木） 

■芹川川づくり会議の代表者 3名による報告(川づくり会議の経緯、第６回川づくり

会議のまとめ、総括意見) 

■「環境に配慮した治水対策として水谷川の河床部穴あきダムが有効かつ最良であ

る」ことが、委員会の合意事項 

部会報告を「川づくり会議」メンバーへ送付 



 

 

芹川川づくり会議における河床部穴あきダム建設合意の経緯 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

■ 1/100 年規模の治水安全度の

設定 

・人口や資産に応じた治水規模 

・下流部の天井河川では洪水被害が

甚大となり易い 

・周辺地域は過去に数回被害が発生

している 

■ 河道の流下能力 

・下流部は、概ね 1/15 年

規模の安全度を有する

が、上流域ではこれに満

たない流下能力の区間

もある。 

■ ダム＋河川改修（拡幅を伴わない）の採用

・最も有利となる「ダム＋河川改修」を採用 

■ 川づくり会議として河床部穴あきダムを

採用 

・環境に配慮したダム型式として、芹谷本川

での栗栖ダムから、水谷川での河床部穴あ

きダム設置を提案（芹谷ダム） 

■ 治水方策の検討 

 下記の複数の治水方策を対象に、

最適な治水方策を検討 
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・拡幅を伴う河川改修 
 ⇒ 多数の民家移転が必要で高価 

・河川改修（拡幅を伴わない）

・放水路 

・トンネル放水路 

・遊水地 

・ダム 

・地下貯留施設 

河川改修のみでは困難

環境に配慮 

ダム建設に関わる主な意見 

・1/100 年規模の治水安全度が必要かどうかが大きな問題である。 

・中小洪水に対しても、ウィークポイントのないような河川のあり方を考える必要がある。 

・計画超過洪水に対する対策も望む。 

・流域住民が安全・安心して過ごせるようにして欲しい。 

・下流部は天井川となっており、家屋が堤防に接し危険を感じる 

・治水対策（１/１００年）の必要性については、居住年数の長短だけでなく、過去の洪水の

危険性についての認識によって見解が異なる。 

・代替案との比較の結果、治水対策の具体方策としてダ

ムの合理性は理解できるが、不明な点が全て解消した

訳ではない。 

・これまでダム水没予定地区が様々な困難を被ってきた

ことを憂慮する。不自由を強いられている水没世帯の

生活再建を急ぐべきである。 

・現時点でのダム賛成・反対の議論は、やむなくダム建

設に同意した水没区域の方々への配慮を欠いている。

・ダム建設については、賛成・反対の双方の意見がある。

・ダム建設の反対理由は、水没による上流の河川環境の喪

失に加えて、下流区間でも自然環境（水質）が損なわれ

ることが大きな理由となっている[旧栗栖ダム計画に対

する意見]。 

・ダムを建設するにしても環境へ与える影響を最小限にす

べきである。 

・河床部穴あきダムは生物に対しても大きなメリットがあ

ると思う。環境に配慮したダムを早くつくって欲しい。

・ダムの短所も十分説明して欲しい。 

・環境よりも人命を優先すべきである。ダムを早期につく

り、環境にも留意する必要がある。 

・河床部穴あきダムは、川づくり会議の意見が反映されて

おり、住民参加の成果である。 

第１回～３回川づくり会議 第４回川づくり会議 

第４回～５回川づくり会議 

第５回～６回川づくり会議 

第１回～３回川づくり会議 
第４回～５回川づくり会議 

第４回～５回川づくり会議 

第５回～６回川づくり会議 

第１回～３回川づくり会議 























































第７回 芹川川づくり会議 アンケート調査 
（※ 該当の項目にチェック（丸印）をつけてください） 

１．あなたご自身のことについて、おたずねします。 
【問１】あなたの現住所はどちらですか。 
               市・町  大字          
 
【問２】あなたが多賀町または彦根市にお住まいになって何年ですか。 （チェックは１つ） 

1. １年未満  2. １～５年  3. ５～１０年  4. １０～２０年  5. ２０年以上 

【問３】あなたの年齢はおいくつですか。（チェックは１つ） 

1. １０歳未満  2. １０歳代  3. ２０歳代  4. ３０歳代          

5. ４０歳代  6. ５０歳代  7. ６０歳代  8. ７０歳代以上 

【問４】あなたの性別を教えてください。（チェックは１つ） 

1. 男 性      2. 女 性 

 
２．今日の川づくり会議についておたずねします。 
【問１】今日の会議の内容はわかりやすかったですか。（チェックは１つ） 
わかりやすかった          わかりにくかった 

  １    ２    ３    ４    ５ 

    

【問２】今日の会議で興味があった内容は何ですか。（キーワード毎にチェックは１つ） 
■ 講演「7.13 新潟水害の犠牲者に学ぶ水防災」 

興味がなかった            興味があった 

  １    ２    ３    ４    ５ 

    

■ 芹川川づくり会議の経緯について 

興味がなかった            興味があった 

  １    ２    ３    ４    ５ 

    

■ 流域治水について 

興味がなかった            興味があった 

  １    ２    ３    ４    ５ 

    

 
３．芹川流域における地域防災力について、おたずねします。 
【問１】あなたの町内会・自治会の防災活動では、どのような人または組織が主導的な役割を果たしていますか。あては

まる人や組織をすべてチェックしてください。 
1. 町内会・自治会長  2. 町内会・自治会の防災担当の役員  3. 水防団員（消防団員） 
4. 民間事業所や企業組合・団体の人  5. 災害ボランティアの人  6. その他 
7. 主導的な役割を果たしている人や組織はない 

【問２】あなたの町内会・自治会は、防災面で何か困ったことがあったときなど、消防署や消防団・水防団と、いつも連

絡をとりあっていますか。ひとつチェックしてください。 
1. いつもよく連絡をとりあっている  2. よく連絡をとりあっている  3. あまり連絡をとりあっていない 
4. ほとんど連絡をとりあっていない 

【問３】洪水に対する現在の芹川の安全性についてどう思われますか。また、そのように思われる理由があればお書きく

ださい。ひとつチェックしてください。 
 

1. 安 全 

2. どちらかといえば安全 

3. やや危険 
4. 危 険 

5. わからない 

 

ご協力ありがとうございました 

その他興味があった内容（ご自由にお書きください） 

《理由》                  
                     
                     
                     




